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※パーツリスト内の部品の中には、補修パーツとして設定してある部品もありますので、別途ご購入の際は、
　お買上の販売店にお問い合わせ下さい。
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１．ノーマルパーツ取外し
作業を始める前に、バッテリのマイナス端子を取外してください。
必ず整備要領書及び取扱説明書に準じて作業を行なってください。

(1)クロスメンバ・ブラケット,クロスメンバ・アッセンブリ,純正Ｏ２センサ,純正触媒を取外してくだ
さい。(図1)

アドバイス
・取外した純正触媒,純正ガスケットは再使用しませんので、保管してください。
・純正触媒出口側についている、スタッドボルト,ナット,スプリングは、2.純正スタッドボルトの取付
けで再使用します。
・触媒前後のガスケットは、キット内の新品を使用してください。
・純正Ｏ センサを取外す前に純正Ｏ センサのカプラを取外し、ハーネスが断線しないようにしてく２ ２

ださい。

図1

純正触媒

純正Ｏ センサ2
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２．純正スタッドボルトの取付け

(1)純正触媒のマフラー側純正スタッドボルトを取外し
てください。(図2)

(2)(1)で取外した純正スタッドボルトをメタルキャタラ
イザーのマフラー側へ取付けてください。
(P1×1)(図3)

締付けトルク N･m(kgf･m)
T=44～60（4.5～6.1）
52±8 (5.3±0.8)

３．メタルキャタライザーの取付け

(1)ボルトM10 L=40,ナットM10,スプリングワッシャM10用,プレーンワッシャM10用,リングガスケット,
球面ガスケットと1.(1)で取外した純正ナット,純正スプリングを使用して、メタルキャタライザー
を仮組みしてください。(P2×1,P3×1,P4×3,P5×3,P6×3,P7×6)

(2)マフラーの車体各部とのクリアランスや干渉の無いことを確認し、メタルキャタライザーを本締め
してください。

締付けトルク N･m(kgf･m)
エキゾーストマニホールド出口フランジ T=40±5(4±0.5)
マフラー接続部 T=52±8(5.3±0.8)

４．Ｏ センサの取付け２

(1)1.(1)で取外した純正Ｏ センサを、メタルキャタライザーのＯ センサボスへ取付け、カプラを接２ ２

続してください。その際、Ｏ センサハーネスと路面の接触及び周囲との干渉がないようにしてく２

ださい。

締付けトルク N･m(kgf･m)
T=21±3(2.1±0.3)

図2 純正ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

純正触媒

図3

純正ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

ﾒﾀﾙｷｬﾀﾗｲｻﾞｰ
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５．純正メンバの取付け

(1)クロスメンバ・ブラケット,クロスメンバ・アッセンブリを車両ボディへ取付け、本締めをしてくだ
さい。

締付けトルク N･m(kgf･m)
クロスメンバ・ブラケット T=22±4(2.2±0.4)
クロスメンバ・アッセンブリ T=22±3(2.2±0.3)

６．取付け状態の確認

(1)バッテリのマイナス端子を取付けてください。

(2)取付け作業終了後、各部干渉がないことを確認してください。

(3)エンジンを始動し、約2500回転で回して排気漏れや異常音を点検してください。

(4)試運転により、再度排気漏れや異常音を点検してください。

注意

●ノーマルクリーナ以外との併用は、セッティングが必要な場合があります。
必要であれば、再セッティングを行なってください。

※取付け作業終了後、必ず取扱説明書の「取付け後の確認」に従って確認作業を行なってください。





●消耗部品や紛失部品および本書のご注文は、お買上の販売店にお問い合わせください。





また、純正以外のＥＣＵを使用しないでください。純正以外のＥＣＵを

使用した場合、クレーム対象外となります。



本製品に関するお問い合わせは、専門業者又はお買上の販売店にご相談ください。






